
 
　
普
通
の
意
味
で
の
「
血
縁
的
家
族
」
に
つ
い
て
「
生

物
的
家
族
」
と
い
う
言
い
方
が
前
世
紀
後
半
か
ら
一

般
メ
デ
ィ
ア
で
も
使
わ
れ
始
め
た
。
当
然
、
現
代
社

会
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め

と
し
て
「
非
生
物
的
家
族
」
の
類
型
が
増
え
て
き
た

と
す
る
認
識
の
ゆ
え
だ
っ
た
。 

　
日
本
は
、
１
億
人
以
上
の
人
口
に
対
し
て
在
日
外

国
人
が
２
２
０
万
人
し
か
い
な
い
と
い
う
、
世
界
で

も
極
め
て
特
殊
な
国
だ
か
ら
、「
一
国
を
あ
げ
て
生

物
的
家
族
」
と
い
う
よ
う
な
錯
覚
が
あ
る
。
他
方
、

ア
メ
リ
カ
は
１
９
０
を
越
え
る
民
族
集
団
の
寄
り
合

い
所
帯
だ
が
、
今
日
の
世
界
で
は
、
む
し
ろ
こ
ち
ら

の
ほ
う
が
普
通
だ
ろ
う
。 

　
日
本
人
が
国
境
を
越
え
る
の
は
海
外
渡
航
し
か

な
い
が
、
多
民
族
社
会
で
は
国
内
で
日
々
国
境
を

越
え
る
。
人
口
は
ア
メ
リ
カ
の
15
分
の
１
以
下
で
も
、

や
は
り
１
９
０
余
の
民
族
集
団
が
住
む
小
型
の
多

民
族
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
あ
る
ギ
リ
シ
ャ

系
少
女
は
、
自
宅
か
ら
大
通
り
へ
出
る
と
き
、「
こ

こ
か
ら
私
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
よ
」
と
言
い
聞

か
せ
、
多
民
族
社
会
で
あ
る
学
校
で
は
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
を
や
っ
て
」、
帰
路
、
自
宅
へ
の
路
地
の

入
口
で
「
さ
あ
、
こ
こ
か
ら
は
ギ
リ
シ
ャ
人
よ
」
と

言
い
聞
か
せ
た
と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
が
「
内
な
る
国

際
化
」
な
の
だ
。 

　
こ
の
基
本
構
造
の
違
い
は
、
日
米
豪
の
家
族
の
違

い
を
決
定
的
に
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
多
民
族
社

会
で
は
社
会
が
す
で
に
非
生
物
的
家
族
な
の
だ
。 

   

　
太
古
か
ら
の
非
生
物
的
家
族
は
養
子
縁
組
に
よ
る

家
族
だ
が
、
前
世
紀
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
目
立
つ

の
は
、
実
子
が
い
る
の
に
異
人
種
の
子
供
を
養
子
に

す
る
鮮
烈
な
慣
習
で
あ
る
。
今
回
サ
ン
ド
ラ
・
ブ
ロ

ッ
ク
が
オ
ス
カ
ー
を
受
賞
し
た
『
し
あ
わ
せ
の
隠
れ

場
所
』
も
、
白
人
家
族
が
都
心
ス
ラ
ム
の
黒
人
青
年

を
養
子
に
し
て
ア
メ
フ
ト
の
ス
タ
ー
選
手
に
育
て
上

げ
た
と
い
う
実
話
が
も
と
の
作
品
で
、
こ
の
類
型
が

使
わ
れ
て
い
る
。
オ
バ
マ
と
大
統
領
選
を
争
っ
た
共

和
党
の
マ
ケ
イ
ン
も
、
ア
ジ
ア
系
の
孤
児
を
養
女
と

し
て
実
子
と
と
も
に
育
て
上
げ
た
が
、
２
０
０
４
年

の
大
統
領
予
備
選
で
は
ブ
ッ
シ
ュ
陣
営
か
ら
「
不
義

 
「
生
物
的
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の
子
」
と
の
悪
宣
伝
に
さ
ら
さ
れ
た
。 

　
日
本
人
は
、
実
子
が
い
れ
ば
不
幸
な
孤
児
を
引
き
取

る
勇
気
は
な
い
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
生
物
的
家

族
に
こ
だ
わ
る
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
は
、
よ
ほ
ど
の
事
情
が

な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
型
の
養
子
縁
組
を
家
族
へ
の
冒
　

と
考
え
る
。
先
の
映
画
の
白
人
家
族
テ
ュ
ー
イ
家
も
マ

ケ
イ
ン
家
も
た
ま
た
ま
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
だ
が
、
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
が
「
勇
気
」
の
根
幹
に
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
一
方
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
の
生
物
的

家
族
へ
の
信
念
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
が
裏
打
ち
さ

れ
て
い
る
。
映
画
『
ミ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
』
や
『
落
ち
こ
ぼ

れ
の
天
使
た
ち
』
は
そ
の
参
考
に
な
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド

に
受
か
っ
て
も
親
と
別
れ
た
く
な
い
の
で
、
地
元
ロ
サ

ン
ジ
ェ
ル
ス
の
大
学
へ
行
く
ほ
ど
な
の
だ
。 

　
大
き
く
分
け
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
世
間

は
も
と
よ
り
内
面
で
す
ら
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
自
己

監
視
を
怠
ら
な
い
「
自
力
本
願
」
型
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、

罪
は
防
げ
な
い
か
ら
告
解
で
免
罪
し
て
も
ら
う
「
他

力
本
願
型
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
内
面
を
も

「
神
の
ま
な
ざ
し
」
が
貫
い
て
い
る
。
こ
の
ま
な
ざ
し

は
、
近
代
化
す
れ
ば
「
公
」
の
概
念
へ
と
通
底
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
非
生
物
的
家
族
、
生
物
的
家
族
を
問

わ
ず
、「
公
」
の
概
念
が
浸
透
し
、
そ
れ
が
背
骨
を
形

作
っ
て
い
る
。 

   

　
し
か
し
、
日
本
の
家
族
に
は
公
概
念
が
希
薄
だ
か

ら
問
題
だ
ら
け
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
過

剰
な
公
概
念
が
生
物
的
家
族
に
入
り
込
め
ば
、
弊
害

を
生
む
。
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
公
概
念
が
生
物
的
家

族
を
越
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
家
族
よ
り
主
君
と
か
天

皇
が
優
位
を
占
め
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
家
族

の
一
員
が
社
会
か
ら
指
弾
さ
れ
れ
ば
家
族
は
彼
（
彼

女
）
を
守
ろ
う
と
し
た
が
、
日
本
で
は
家
族
が
先
頭
に

立
っ
て
彼
（
彼
女
）
を
指
弾
し
た
。
ま
た
欧
米
で
は
、

教
会
、
共
同
体
、
ク
ラ
ブ
そ
の
他
が
彼
（
彼
女
）
を
庇

護
し
て
く
れ
る
。
日
本
の
過
剰
な
公
概
念
は
、
戦
後
の

民
主
化
に
よ
っ
て
瓦
解
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
る
公
概

念
を
生
み
出
す
だ
け
の
民
主
主
義
の
成
熟
は
、
特
に

都
市
部
に
お
い
て
は
起
き
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
今
日
、

「
公
」
が
希
薄
だ
か
ら
日
本
の
家
族
は
穏
や
か
だ
と
は

な
ら
な
い
。 

　
現
代
の
最
大
の
問
題
は
、
各
家
族
は
生
物
的
・
非

生
物
的
を
問
わ
ず
、
一
個
の
「
自
然
」
と
し
て
「
高

度
管
理
社
会
」
と
い
う
「
非
自
然
」
に
さ
ら
さ
れ
、

そ
れ
に
蝕
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
種
の

社
会
こ
そ
、
私
た
ち
が
今
日
ど
っ
ぷ
り
呑
み
込
ま
れ

て
い
る
社
会
で
、
そ
の
結
果
、
つ
い
に
幾
多
の
殺
人
、

特
に
実
の
親
に
よ
る
赤
子
殺
し
に
ま
で
病
理
が
集
約

さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
観
も
あ
る
。
問
題
は
明
白

で
、
直
接
的
な
人
間
関
係
を
厭
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
で
極
力
こ
れ
ら
を
間
接
化
し
た
あ
ま
り
、

自
然
と
し
て
の
他
者
（
自
分
の
赤
子
も
含
め
て
）
へ

の
忍
耐
心
が
養
わ
れ
ず
、「
き
れ
る
」
現
象
が
一
般

化
し
た
。
つ
ま
り
、
動
物
が
全
て
備
え
て
い
る
は
ず

の
育
児
本
能
ま
で
が
、
こ
の
種
の
社
会
に
よ
っ
て
破

壊
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。
比
較
行
動
学
で
は
、
野
生

動
物
の
大
半
が
同
属
は
殺
し
合
わ
な
い
と
さ
れ
、
ヒ

ト
、
ノ
ロ
ジ
カ
（
バ
ン
ビ
の
種
）、
ハ
ト
な
ど
、
弱
い

動
物
だ
け
が
同
属
で
殺
し
合
う
と
い
う
。
現
代
の
社

会
で
は
、
生
物
的
家
族
同
士
ま
で
（
自
分
の
赤
子
も

含
め
て
）
群
衆
と
同
じ
に
見
え
る
。
そ
の
く
せ
、
見

知
ら
ぬ
相
手
と
の
チ
ャ
ッ
ト
の
ほ
う
が
安
心
で
き
る

倒
錯
が
起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

　
猛
獣
は
全
て
同
属
で
殺
し
合
わ
な
い
の
に
、
ヒ
ト

を
は
じ
め
弱
い
動
物
に
同
属
殺
し
の
現
象
が
見
ら
れ

る
以
上
、
同
属
殺
し
を
封
じ
ら
れ
る
だ
け
の
自
発
的

な
公
概
念
を
生
み
出
せ
る
成
熟
と
強
さ
を
民
主
主
義

が
獲
得
す
る
し
か
な
い
。
そ
れ
は
学
校
と
両
親
と
共

同
体
総
が
か
り
の
難
事
業
だ
。
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン

ト
ン
の
著
書
、『
村
総
が
か
り
（
イ
ッ
ト
・
テ
イ
ク
ス
・

ア
・
ヴ
ィ
リ
ッ
ジ
）』
は
、
そ
の
主
題
で
あ
る
。 

　
育
児
本
能
の
破
壊
だ
け
で
も
シ
ュ
ー
ル
な
の
に
、「
現

実
」
は
全
て
テ
レ
ビ
そ
の
他
の
画
像
で
提
供
さ
れ
る
「
仮

想
現
実
」
と
化
し
た
。
稀
に
現
実
と
接
し
て
も
、
画
像

の
ほ
う
が
「
現
実
感
」
が
あ
る
倒
錯
ぶ
り
だ
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
は
人
間
関
係
の
間
接
化
に
よ
っ
て
現
実
か
ら

も
自
分
た
ち
を
間
接
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
孤

立
し
た
自
然
体
と
し
て
の
家
族
は
、
膨
大
な
非
自
然
の

「
人
工
社
会
」
に
包
囲
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
。 

   

　
私
は
、
非
生
物
的
家
族
は
高
度
管
理
社
会
に
よ
る

「
間
接
性
の
病
理
」
へ
の
楯
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

原
型
と
し
て
、
幾
多
の
「
目
的
共
同
体
」、
つ
ま
り
コ

ミ
ュ
ー
ン
を
日
米
で
訪
ね
歩
い
て
き
た
。
今
日
、
ア
メ

リ
カ
で
は
こ
の
種
の
共
同
体
は
数
千
に
増
え
た
が
、

日
本
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
。
社
会
的
縛
り
の
多

子
殺
し
と
仮
想
現
実
―
間
接
性
の
病
理

家
族
の
め
ざ
す
正
の
方
向
と
負
の
方
向



CEL

い
日
本
で
は
、
さ
ら
に
共
同
体
で
縛
ら
れ
る
こ
と
に

は
拒
絶
反
応
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、

個
人
の
自
由
度
が
強
く
、
そ
れ
を
抽
象
的
な
公
概
念

が
引
き
ま
と
め
て
い
る
状
況
に
疎
外
感
を
抱
く
ア
メ

リ
カ
人
の
場
合
は
、
逆
に
「
共
同
体
ご
っ
こ
」
が
楽
し

い
か
ら
だ
。 

　
と
も
か
く
、
私
は
目
的
共
同
体
の
「
育
児
棟
」
に
特

に
注
目
し
た
。
子
育
て
ま
っ
さ
か
り
の
夫
婦
十
数
組

が
同
一
棟
で
暮
ら
し
、
全
て
の
子
供
が
兄
弟
姉
妹
と

し
て
非
血
縁
の
子
供
と
交
わ
り
、
上
の
子
は
下
の
子

の
面
倒
を
見
る
。
親
た
ち
は
自
分
の
子
供
ば
か
り
か
、

非
血
縁
の
子
供
ら
に
も
理
由
を
説
明
し
て
理
非
曲
直

を
理
解
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
躾
を
す
る
。
し
か
も
、
複

数
の
お
と
な
た
ち
か
ら
違
う
躾
け
を
さ
れ
て
と
ま
ど

う
子
供
に
は
、
親
が
世
間
に
は
個
々
の
問
題
に
つ
い

て
異
な
る
見
方
が
あ
る
こ
と
ま
で
説
明
す
る
。
そ
し

て
、「
お
た
が
い
の
意
見
が
異
な
る
こ
と
に
同
意
す
る
」

（
英
語
だ
と
「
ア
グ
リ
ー
・
ト
ゥ
・
デ
ィ
ス
ア
グ
リ
ー
」

と
い
う
）
覚
悟
を
培
う
の
だ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
こ
そ
が

成
熟
し
た
民
主
主
義
の
基
本
と
な
る
。「
あ
な
た
の
意

見
に
は
同
意
し
か
ね
る
が
、
私
は
あ
な
た
が
そ
の
意

見
を
口
に
で
き
る
自
由
を
守
る
た
め
に
は
命
を
か
け

て
も
い
い
」。
民
主
主
義
の
神
髄
は
こ
れ
で
あ
る
こ
と

を
、
で
き
る
だ
け
早
く
か
ら
理
解
さ
せ
る
│
そ
し
て

こ
れ
こ
そ
、「
日
々
の
国
境
越
え
」、「
内
な
る
国
際
化
」

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
と
な
る
。
こ
れ
ら
が
他
者
へ
の
忍
耐

心
を
鍛
え
上
げ
る
の
だ
。 

　
こ
の
「
日
々
の
国
境
越
え
」
は
、
ひ
と
こ
ろ
の
離
婚

ラ
ッ
シ
ュ
で
ア
メ
リ
カ
に
「
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
継
子
継
親
家
庭
）」
が
増
え
た
こ
と
に
も
起
因
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。
子
連
れ
同
士
の
再
婚
家
庭
を
こ
う
呼

ぶ
の
で
あ
る
。 

　
し
か
し
、
目
的
共
同
体
は
総
じ
て
白
人
主
体
で
、
冒

頭
の
テ
ュ
ー
イ
家
と
マ
ケ
イ
ン
家
の
よ
う
に
異
人
種

の
子
を
白
人
家
庭
に
引
き
取
る
方
式
に
は
、「
内
な
る

国
際
化
」
の
意
味
で
も
、
私
は
強
い
感
銘
を
受
け
た
（
し

か
も
両
例
は
と
も
に
、
差
別
的
な
南
部
で
差
別
を
乗

り
越
え
た
家
庭
な
の
だ
）。
残
念
な
が
ら
こ
の
タ
イ
プ

の
家
庭
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ゆ
え
に
取
材
が
困
難
な
の

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
が
１
９
０
を
越
え
る
民
族
集
団
か

ら
な
る
多
民
族
社
会
で
、
次
の
大
統
領
選
（
２
０
１
２

年
）
ま
で
に
は
白
人
が
少
数
派
に
な
る
統
計
予
測
が

あ
り
、
私
に
は
異
人
種
養
子
縁
組
は
来
る
べ
き
人
口

大
逆
転
へ
の
叡
知
に
起
因
し
て
い
る
と
も
思
え
る
。

そ
れ
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
神
学
概
念
、
市
民
社
会

の
公
概
念
が
後
押
し
し
て
い
る
の
だ
。 

　
む
ろ
ん
今
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
を
攻
撃
す
る
保
守

的
な
白
人
集
団
「
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
」
の
活
動
は
、

こ
の
統
計
予
測
へ
の
恐
怖
が
動
機
に
な
っ
て
い
る
。

深
刻
な
の
は
、
オ
バ
マ
に
投
票
し
た
白
人
の
一
部
ま

で
が
、
最
近
こ
の
群
れ
に
身
を
投
じ
て
い
る
こ
と
だ

（
こ
の
ね
じ
れ
現
象
は
時
事
通
信
の
ウ
ェ
ッ
ブ
マ
グ
「
ワ

シ
ン
ト
ン
回
廊
」
の
拙
連
載
参
照
）。 

　
と
は
い
え
、
合
衆
国
そ
の
他
、
世
界
の
多
民
族
社
会

が
め
ざ
す
方
向
こ
そ
正
の
方
向
で
あ
り
、
日
本
の
同

質
的
家
族
を
見
舞
い
つ
つ
あ
る
危
機
は
、
こ
の
国
の

方
向
が
負
の
方
向
へ
と
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
無

縁
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

越
智
　

道
雄
（
お
ち
・
み
ち
お
） 

 

●  

●  

●
 

 明
治
大
学
名
誉
教
授
、
城
西
国
際
大
学
大
学
院
非
常
勤
講

師
。
1
9
3
6
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。
６５
年
広
島
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
６６
年
玉
川
大
学

文
学
部
助
教
授
、
７０
年
明
治
大
学
商
学
部
助
教
授
、
同
教
授

を
経
て
2
0
0
7
年
定
年
退
職
。
専
門
は
ア
メ
リ
カ
文
化

研
究
、
多
元
国
家
ア
メ
リ
カ
論
、
児
童
文
学
・
ミ
ス
テ
リ
・

Ｓ
Ｆ
の
翻
訳
な
ど
多
数
の
著
作
、
翻
訳
が
あ
る
。
主
な
著
書

は
、『
孤
立
化
す
る
家
族
　

ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
過

去
・
未
来
』（
時
事
通
信
社
）、『
ワ
ス
プ
（
W
A
S
P
）』（
中

公
新
書
）、『
ブ
ッ
シ
ュ
家
と
ケ
ネ
デ
ィ
家
』（
朝
日
選
書
）、

『
誰
が
オ
バ
マ
を
大
統
領
に
選
ん
だ
の
か
』（
N
T
T
出
版
）、

『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
メ
リ
カ
史
』（
東
洋
書
林
）
な
ど
。 

家族のつながりの多様なあり方 Ⅱ




